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患こ"豚　　語瑠胞-

昭
盆
飽
5
人
の
霊
霊
遷
吐
出
す

士
別
東
高
校
(
谷
川
敬
一
校
長
、
1
 
9
人
)
の
創
立
了
0
周
年
襲
箋
典
が
1
 
8
日
、
同

校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
式
典
に
は
来
賓
や
在
校
生
の
ほ
か
、
歴
代
校
長
や
教
職

員
、
同
窓
生
ら
が
出
席
し
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
い
た
。
(
小
林
奈
央
)

同
校
は
1
9
4
8
年
(
昭

和
2
3
年
)
1
 
2
貝
北
海
道
士

別
高
等
学
校
上
士
別
分
校
と

し
て
設
置
認
可
さ
れ
、
定
時

制
奮
籍
を
開
墾

5
2
年
に
家
庭
科
を
廃
止
し

て
普
通
科
を
閲
張
.
同
年
1
 
2

月
に
上
士
別
村
立
北
海
道
上

士
別
高
等
学
擦
6
2
年
に
北

海
道
士
別
竃
学
校
と
校

名
を
変
更
し
た
。

9
5
年
に
は
教
糞
科
目
と
し

て
「
福
祉
」
を
導
入
翌
年

に
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級

蕃
成
講
習
指
定
擦
さ
ら
に

0
4
年
に
は
訪
問
介
護
員
1
級

蕃
成
韓
習
指
定
校
に
認
可
さ

れ
る
な
ど
、
特
色
堂
か
な
学

習
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

現
在
は
定
時
制
謀
種
普
通

科
1
間
口
。
7
0
年
で
1
2
4

5
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し

て
き
た
。

は
じ
め
に
谷
川
校
長
が

「
真
理
、
勤
労
、
自
主
と
い

う
精
神
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら

も
生
徒
た
ち
が
社
会
に
踏
み

出
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
こ
の
7
0
周
年
が
次

の
時
代
へ
の
良
い
ス
タ
ー
ト

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
同
校
の
歴
代
校

長
、
同
憂
蓑
、
撮
寒
嚢
、

P
T
A
会
長
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
。

ま
た
来
賓
を
代
表
し
牧
野

勇
司
市
長
が
「
時
代
を
担
う

人
間
と
し
て
勉
強
や
ス
ポ
ー

ツ
に
励
み
、
未
来
に
向
か
つ

て
明
る
く
た
く
ま
し
く
成
長
-

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。

生
徒
代
表
と
し
て
生
徒
会

長
の
平
賀
麻
衣
さ
ん
が
「
亮
一

奏
し
た
高
校
生
活
を
送
れ
て
′

い
る
の
ば
、
地
域
の
み
な
さ

ん
の
支
え
が
あ
る
か
ら
だ
と

感
謝
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
生
徒
同
士
が
お
互
い
に
助

け
合
い
笑
顔
で
い
ら
れ
る
学

校
で
あ
る
よ
う
、
一
人
ひ
と

り
が
努
力
し
て
い
き
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
て
い
た
。

式
典
終
了
後
に
は
〇
年
生

が
上
士
別
宝
来
太
鼓
を
演

挙
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
力
強
い
演
奏

を
出
席
者
に
披
露
し
て
い

た
。
こ
の
あ
と
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
で
記
念
譲
渡
会
を
開

催。
発
達
陣
が
い
研
究
と
治
療

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
名

高
い
医
療
法
入
社
国
儀
会
こ

こ
ろ
と
そ
た
ち
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
む
す
ぴ
め
(
札
幌
)
院
長

の
田
中
康
雄
氏
が
「
士
別
東

高
校
の
存
在
~
甫
旗
に
通
う

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
讃
漬
し
た
。
“


